
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
連
携
各
大
学
の
教
育
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
な

思
考
力
を
身
に
つ
け
、
我
が
国
の
今
後
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
課
題
解
決
型
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
で
は
、
欧
米
諸
国
に
加
え
て
中
国
や
韓
国
に
お
い

て
も
、
統
計
を
専
門
と
す
る
多
く
の
学
科
・
専
攻
が
設
置

さ
れ
、
新
し
い
技
術
の
開
発
を
担
う
人
材
を
社
会
に
供
給

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
適
切
な
デ
ー
タ
処
理

が
で
き
る
人
材
の
供
給
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
８
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。日

本
の
大
学
で
は
、
統
計
学
に
関
連
す
る
分
野
の
構
成

な
ど
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
統
計
学
に
関

連
す
る
６
学
会
と
共
同
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
や
教
材
開

発
に
取
り
組
み
ま
す
。
経
済
、
工
学
、
医
学
等
の
分
野
で

統
計
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
８
団
体
は
、
指
針
の
作
成

と
と
も
に
、
成
果
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
社
会
が
求
め
る
人
材
像
を
把
握
す
る

一
方
で
、
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
調
査
し
、
学
生
の
達

成
度
を
統
一
的
に
評
価
す
る
試
験
を
開
始
し
ま
す
。
平
成

年
度
以
降
は
、
連
携
団
体
傘
下
の
企
業
か
ら
統
計
教
育

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
定
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
相
互
利
用
シ
ス
テ
ム

の
設
計
・
開
発
を
行
い
ま
す
。
毎
年
実
施
す
る
計
画
と
評

価
の
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
平
成

年
度
に
は
統
計
教
育

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、
学
習
の
達
成
度
評
価
に
基

づ
く
継
続
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
仕
組
み
を
完
成
さ

せ
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

新
た
に
学
生
に
対
す
る
学
習
の
達
成
度
を
評
価
す
る
統

一
的
な
仕
組
み
を
作
成
し
、
毎
年
千
人
程
度
の
学
生
を
対

象
と
し
て
教
育
の
質
を
保
証
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
学
会
や
大
学
と
協
力
し
て
、
国
際
的
に
通

用
す
る
資
格
を
導
入
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
学
生
を
社

会
に
送
り
出
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

連
携
大
学
の
中
で
、
立
教
大
学
社
会
情
報
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
と
同
志
社
大
学
文
理
融
合
型
教
育
・
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
す
で
に
統
計
教
育
に
関
す
る
取
組
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

統
計
教
育
の
基
盤
と
な
る
教
材
な
ど
の
提
供
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
開
発
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
客
観
的
な
達

成
度
評
価
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
連
携
校
以
外

の
大
学
の
参
加
も
呼
び
か
け
、
毎
年
千
人
程
度
の
規
模
で
、

自
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
で
き
る
た
め
の
能
力
を
持
つ
学

生
を
社
会
に
送
り
出
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
取
組
を
通
じ
て

開
発
さ
れ
た
教
育
資
源
は
、
連
携
校
だ
け
で
な
く
す
べ
て

の
大
学
等
で
利
用
可
能
な
形
で
公
開
さ
れ
、
広
く
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
経
済
団
体
連
合
会
経
済
政
策
委
員
会
統
計
部
会
長

竹

原

功

情
報
化
の
急
速
な
進
展
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中

で
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
に
お
い
て
は
ま
だ
わ
が
国

の
優
位
性
は
高
い
も
の
の
、
新
た
な
技
術
開
発
や
コ
ン
セ

プ
ト
の
製
品
化
で
は
、
国
際
的
競
争
力
は
急
激
に
低
下
し

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
は
、
自
ら
課
題

を
発
見
し
解
決
す
る
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
デ
ー

タ
に
基
づ
く
科
学
的
な
思
考
の
訓
練
に
よ
っ
て
獲
得
で
き

る
も
の
で
す
。
経
団
連
で
は
、
か
ね
て
か
ら
、
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
信
頼
性
の
高
い
統
計
の
整
備
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
経
済
界
に
お
け
る

適
切
な
意
思
決
定
の
た
め
に
も
、
客
観
的
な
統
計
的
証
拠

に
基
づ
く
、
デ
ー
タ
分
析
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
強
く
求

め
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

課題解決型人材育成のため
の標準的なカリキュラムコ
ンテンツと教授法を整備し、
さらに統計関連学会及び業
界団体等の外部団体を加え
た評価委員会による教育効
果評価体制を構築すること
によって、統計教育の質保
証制度を確立する。

連携取組の内容

「統計教育大学間連携ネッ
トワーク」を新たに組織し
て、業界団体とともに社会
が必要とする統計的能力を
整理し、それを受けて、連
携学会と協力してカリキュ
ラムを整備する。この過程
を通して新たな課題を自ら
発見し、データに基づく数
量的な思考による課題解決
能力を有する人材を育成す
ることができる。

期待される効果
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取組名称：データに基づく課題解決型人材育成に資する統計教育質保証
取組大学：青山学院大学（代表校）、東京大学、大阪大学、総合研究大学院大学、多摩大学、立教大学、早稲田大学、同志社大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
歯
科
医
師
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
全
身
と
関
連
づ
け
て
口
腔

を
診
る
こ
と
が
で
き
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
患
者
の
歯
科

治
療
を
安
全
に
行
え
る
歯
科
医
師
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
歯
科
医
師
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
歯
科
を
受
診
す
る
患
者

の
基
礎
疾
患
の
有
病
率
と
服
薬
し
て
い
る
患
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
に
安
心
安
全
な
歯
科
診
療
を

提
供
で
き
る
歯
科
医
師
を
養
成
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
ま
た
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
口

腔
乾
燥
症
、
顎
関
節
症
、
嚥
下
障
害
に
対
し
て
、
基
礎
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
診
療
参
加
型
臨
床
実

習
や
臨
床
研
修
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。平

成

年
か
ら
連
携
３
大
学
を
含
む
４
大
学
協
議
会
を

作
り
、
教
育
研
究
に
関
す
る
定
期
協
議
を
年
２
回
行
い
、

教
員
の
交
流
を
図
っ
て
き
た
こ
と
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
、
東
北
、
東
京
と
異
な
る
地
域
の
歯
科
医
師

会
や
歯
科
医
院
と
の
連
携
に
強
み
を
持
つ
大
学
の
力
を
結

集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
３
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歯
科
医

師
会
が
連
携
し
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
ま
す
。
第
１
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
現
在

各
大
学
が
使
用
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
教
材
を
共
有
し
た
上
で
、

３
大
学
が
連
携
し
て
新
し
い
教
材
を
開
発
し
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
実
際
に
こ
れ
ら
の
開
発
し
た
Ｉ
Ｔ
教
材
を
３

年
生
に
対
し
て
実
施
し
ま
す
。
そ
の
後
順
次
４
年
、
５
年
、

６
年
生
に
対
す
る
教
材
を
開
発
し
、
授
業
で
活
用
し
ま
す
。

平
成

年
度
に
卒
業
す
る
学
生
が
、
超
高
齢
社
会
で
安

全
・
安
心
な
歯
科
医
療
を
他
の
医
療
人
と
協
働
し
て
行
え

る
か
ど
う
か
を
検
証
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
報
告
書
、
論

文
に
ま
と
め
、
広
く
公
開
す
る
予
定
で
す
。
取
組
の
期
間

終
了
後
も
連
携
校
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
拡
大
に
励
み
、

本
取
組
を
全
国
規
模
に
す
る
基
盤
を
構
築
し
、
こ
の
取
組

の
永
続
化
と
い
う
形
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

基
礎
疾
患
を
有
し
、
服
薬
し
て
い
る
高
齢
患
者
の
医
療

面
接
か
ら
診
察
、
治
療
計
画
立
案
ま
で
の
一
連
の
過
程
を

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
ウ
ェ
ブ
で
学
習
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
３
連
携
大
学
の
各
学
年
約
３
０
０
名
（
延
９

０
０
名
）
の
学
生
に
臨
床
を
想
定
し
た
能
動
的
学
習
を
実

施
す
る
た
め
、
座
学
と
比
較
し
て
高
い
教
育
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ｉ
Ｔ
教
材
は
ど
の
地
域
で
も
ま
た
授
業
以
外
、
い
つ
で

も
活
用
で
き
る
た
め
、
連
携
３
大
学
の
３
年
・
４
年
・
５

年
生
約
９
０
０
名
が
段
階
的
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
教
材
を

共
通
で
利
用
し
ま
す
。
こ
の
教
育
を
３
年
間
受
け
た
学
生

が
毎
年
３
０
０
人
輩
出
さ
れ
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
多
様
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
改
善
さ
れ
、
真
に
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
歯
科

医
師
が
日
本
各
地
で
養
成
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

目
黒
区
歯
科
医
師
会

理
事

村

上

光

広

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
師
に
求
め

ら
れ
る
の
は
患
者
さ
ん
の
全
身
の
状
態
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
歯
科
医
師
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
病
気
が
あ
り
、
お
薬
を
お
飲
み
の
患
者
さ

ん
に
安
心
し
て
歯
科
診
療
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
ま
た
口
腔
乾
燥
や
味
覚
障
害
な
ど
に
悩
ん
で

い
る
高
齢
者
の
方
々
に
お
役
に
立
て
る
後
輩
を
養
成
す
る

た
め
に
本
事
業
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本取組は超 齢社会の到来に対応できる全 と関連づけて 腔を診ることができ、基礎疾患を有する患者の 科治療を安全
に える 科医師を養成するために、連携体制をとってきた3 学と地域医療教育を担当する周辺 科医師会が協働するも
のである。ITを活 した 学教育プログラムを構築して、①臨床推論能 、②コミュニケーション能 、③  評価能 を
養成するものである。これらの臨床能 を総合的に につけるために、まず基礎的な をe-learningで につけ、臨床推論
能 、コミュニケーション能 を仮想患者教育システム（VP）で養成し、さらに臨床における  評価能 を電 ポート
フォリオで養うのが特徴である。ITを活 するので、いつでも多施設で教育とその結果を共有することができ、ステークホ
ルダーである 科医師会も学 の成績と臨床能 （コンピテンシー）を 較検討し、 学教育に対して具体的な提 をする
ことができることが特徴である。
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取組名称：ＩＴを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成
取組大学：昭和大学（代表校）、北海道医療大学、岩手医科大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

国
際
社
会
が
取
り
組
む
べ
き
地
球
規
模
の
課
題
（
グ
ロ

ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
）
に
対
応
、
解
決
す
る
た
め
の
知
識
と

能
力
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
身
に
付
け
た
人

材
で
す
。
高
い
専
門
性
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、
国

際
連
合
を
は
じ
め
、
国
際
機
構
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
府
、
企
業

等
に
お
い
て
、
多
様
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
に
対

応
、
解
決
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

世
紀
を
迎
え
て
も
な
お
、
国
際
社
会
は
テ
ロ
攻
撃
、

貧
困
格
差
の
拡
大
、
武
力
紛
争
、
気
候
変
動
、
伝
染
病
、

経
済
危
機
や
食
糧
の
安
全
保
障
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
た
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
十
分

理
解
し
た
上
で
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
決
で
き

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。明

治
大
学
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

」
、
立
教
大
学
は
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で
「
教
育
Ｇ
Ｐ
」
に
採
択
さ

れ
た
実
績
が
あ
り
、
国
際
協
力
・
国
際
公
務
へ
の
志
向
を

持
つ
学
部
生
が
多
く
在
籍
し
ま
す
。
ま
た
、
国
際
大
学
は
、

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
高
度
な
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
業

人
の
育
成
を
企
図
す
る
大
学
院
で
す
。
３
大
学
の
教
育
資

源
を
融
合
し
て
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
と
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
開
発
や
内
部
質
保
証
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
「
国
際
協
力

人
材
」
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
各
授
業
科
目
を
開
設

し
ま
す
。
平
成

年
度
ま
で
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
参

画
す
る
「
国
際
協
力
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、

取
組
の
期
間
終
了
後
も
維
持
・
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
「
国
際
協
力
人
材
」
に
必
要
な
知
性
を

「
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
教
養
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、
３
大
学
の
持
つ
教
育
資
源
を
融
合
し
て

新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
系
的
に
組
み
立
て
、
国
際

協
力
機
関
に
は
講
座
開
講
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
協
力

頂
き
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め
に
、
授
業
科
目
は
英
語
で
展
開
し
、

参
加
型
や
オ
ム
ニ
バ
ス
式
を
取
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
連
携

機
関
と
共
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
国
際
社
会
の
取

組
み
を
体
系
的
に
学
ぶ
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
学
修
支
援
や
、
各
国
政

府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
に
よ
る
各
国
事
情
講
義
や
学

修
補
助
を
受
け
る
英
語
研
修
合
宿
等
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
が
自
分
の
専
門
分
野
や
強
み
を
明
確
化
し
、
ま
た
、

国
際
協
力
人
材
と
し
て
必
要
な
教
養
及
び
知
識
を
身
に
付

け
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ス
）
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ

ー
へ
の
問
題
解
決
力
を
備
え
た
上
で
、
国
際
協
力
人
材
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
修
了
生
（
キ

ャ
リ
ア
・
パ
ス
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
１
５
０
名
、
１
０

０
名
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
（
Ｈ
Ｒ
Ｗ
）
日
本
代
表

土

井

香

苗

Ｈ
Ｒ
Ｗ
は
、
世
界
約

カ
国
で
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

を
守
る
た
め
に
調
査
・
提
言
を
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。

独
裁
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
迫
害
、
紛
争
下
の
民
間
人
殺
害

な
ど
悲
し
い
人
権
侵
害
が
今
も
世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
。

経
済
大
国
・
文
化
大
国
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
認
め
ら
れ
て
い

る
日
本
。
今
後
は
人
権
侵
害
を
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
国
と
な
り
、
人
権
大
国
と
し
て
尊
敬
さ
れ

る
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
３
大
学
が
結
集
し

取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
で
き
る
日
本
人
が
輩

出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

国際機関で働く日本人は増えているが、他国に比して十分とは言えず、さらなる「国際協力人材」の育成が求められている。

国際協力・国際公務への志向を持つ学部生の多い明治大学及び立教大学と、国際社会で活躍する高度な専門的知識を持った
職業人の育成を企図する大学院大学である国際大学を中心として、ステークホルダーとの協働の下に、全て英語により展開
する国際協力人材を育成するための共同教育プログラムの構築と国際協力人材育成ネットワークの形成に取組む。

・各大学が持つ、知的・人的資源を共有し、体系的なプログラムを構築
・ステークホルダーの協力による科目の充実 等

共同教育プログラムの構築

・ラーニング・アウトカムの達成度を学習ポートフォリオの有効性で管理
・波及効果、アウトカム、アウトプット、プロセスを重視した評価 等

評価ツールの開発

質保証システム

【ステップ１】

グローバル

共通教養基礎

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共通教養総論

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｲｼｭｰ各論

【ステップ３】

グローバル

共通教養実践

・国際協力ﾘﾃﾗｼｰ

・ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾘｻｰﾁ

【ステップ２】

グローバル

共通教養応用

・ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ

グローバル
共通教養を
備えた人材

【ステップ４】

国際諸機関

へのパス

・大学院科目

先行履修
国内大学院
海外大学院

国際公務
国際機関

社会企業家
民間企業

NGO

モチベーション・パス ２大学合計：毎年１５０名

効果・成果 国際協力人材育成
プログラムの確立

国際協力人材
ネットワークの形成

質保証システムの確立

【連携機関】
・グローバル・コンパクト・ジャパン・ネットワーク、太平洋諸島センター、
Human Rights Watch、Amnesty International Japan、ＪＩＣＥ、ＵＮＤＰ

【協力機関】
・国際連合広報センター
・国際大学グローバル人材パートナー（アクセンチュア他４９社＋新潟県）

ステークホルダーが求める
能力と資質を有する人材の育成

インターンシップ受け入れ
講座開講協力

内部評価、改善
共有・提案

外部評価、提言

全体マネジメント
教育プログラム実施

計画・改善

国際大学

明治大学立教大学

国際協力人材育成ネットワーク

・共同学習支援評価委員会
・学生ＦＤ委員会
・外部評価委員会

評価体制

・事業連携協議会
・プログラム推進委員会
・事務局

連携体制・実施体制

キャリア・パス ２大学合計：毎年１００名
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取組名称：国際機関等との連携による「国際協力人材」育成プログラム
取組大学：明治大学（代表校）、立教大学、国際大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
実
践
力
と
創
造
力
を
備
え
た
高
度
な

専
門
性
を
持
つ
現
代
社
会
で
求
め
ら
れ
る
「
組
込
み
シ
ス

テ
ム
技
術
者
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

産
業
界
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ
様
々
な

機
器
を
統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
技
術
、
信
頼
性
を
保

証
す
る
技
術
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
創

造
性
豊
か
な
技
術
者
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
２
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。金

沢
工
業
大
学
に
は
実
践
力
に
富
む
人
材
を
輩
出
す
る

教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
は
問
題
を
定
義
し
解
決
す
る
能
力
に
富
み
、

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
両
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
で
実
践
力
と
創

造
力
を
備
え
た
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
技
術
者
を
輩
出
す

る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
図
れ
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
高
信
頼
ス
マ
ー
ト
組
込
み
シ
ス
テ
ム
技

術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
①
教
育
コ
ー
ス
の
構
築
、
②

学
修
フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
置
、
③
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

④
教
材
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
平
成

年
度
で

は
こ
れ
ら
を
試
行
し
、
平
成

年
度
以
降
は
本
格
運
用
と

同
時
に
評
価
と
改
善
を
重
ね
て
行
き
ま
す
。
取
組
の
期
間

終
了
後
は
、
他
の
分
野
の
技
術
者
育
成
に
展
開
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
産
業
界
と

共
に
技
術
者
育
成
講
座
や
実
践
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
開
発
・
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
組
込
み
シ

ス
テ
ム
技
術
を
必
要
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
技
術
者
育
成

環
境
が
整
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
や
電

子
書
籍
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
開
発
も
行
い
、
こ
れ
ら
の

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
毎
年
百
人
程
度
の
学
生
が
参
加
し
ま

す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
に
各
々
の
大
学
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
社
会

人
を
対
象
と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
在
学
中
の
学
修
成
果
を
記
録
す
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
学
修
目
標
を
明

確
に
し
、
学
修
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
毎
年
百
人
程
度
の
学
生
が
、
個
々
の
目

標
に
応
じ
た
学
修
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
組
込
み
技
術
者
と
し
て
の
能
力
に
加
え
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
達

成
度
の
確
認
は
、
評
価
シ
ー
ト
に
よ
る
自
己
評
価
と
他
者

評
価
お
よ
び
、
公
開
形
式
の
発
表
会
に
よ
っ
て
確
認
し
ま

す
。
組
込
み
シ
ス
テ
ム
は
生
活
に
不
可
欠
な
技
術
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
産
業
分
野
で
活
躍
で
き
る
学
生
を
平
成

年
度
以
降
は
、
毎
年
百
人
程
度
を
目
標
に
社
会
に
送
り

出
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
般
社
団
法
人

組
込
み
シ
ス
テ
ム
技
術
協
会

会
長

簗

田

稔

組
込
み
シ
ス
テ
ム
は
、
機
能
要
求
の
高
度
化
、
規
模
の

増
大
、
複
雑
化
に
伴
い
技
術
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
両
大
学
の
強
み
を
結
集
し
て
、
新
し
い
教
育
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
学
科
の
枠
を
超
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
人
材
は
、
今
後
の
国
際
競
争
力
や
も
の
づ
く
り
の
水
準

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
協
会
で
は
人
材
育

成
の
強
化
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
試
験
や
Ｅ

Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
数
多

く
の
社
会
人
技
術
者
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
こ
の
機
会
を
通
し
て
社
会
人
と
具
体
的
な
交

流
を
行
い
、
社
会
に
出
る
心
構
え
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

金沢工業大学と北陸先端科学技術大学院大学が技術者教育の分野で連携し、学問分野の縦割りを超えて総合的に思考できる「高
信頼スマート組込み技術者」を育成する「教育コース」「学修フィールド」「学修成果の達成度を把握する仕組み」および「教
材」をステークホルダーと共に構築し、実践する。

学修フィールド（KITマイクログリッド）

計算機チップを組み込んだネットワークアク

セス機能を持つ装置や機器が急速に増え、

技術立国としての「ものづくり技術」の基幹産

業になりつつあり、これに伴い産業構造が
変革している一方、大学の教育課程は、従

来からの学問分野で構成されている

金沢工業
大学

北陸先端
科学技術
大学院
大学

一般社団法人
組込み
システム
技術協会

社団法人
石川県

鉄工機電
協会

社団法人
石川県

情報システム
工業会

学生の成長を支援する
評価システムの構築

ステークホルダー

組込み基礎Ⅰ・Ⅱ

実践型インターンシップⅠ・Ⅱ

組込みシステム実装講習会

教育コースの構築と
テーラーメイド教育の実践

組込み技術者としての実践力と想像力に加えて

発表・表現・伝達する力、思考・推論・創造する力、

コミュニケーション力、共同作業力とリーダーシップ、

交渉力、語学力を持つ技術者の輩出

見込まれる成果

教材・e-book作成の
ステップ

① 社会人が学び直すための教材

▼

② 学部教育で用いるために

演習・実習内容を充実

▼

③ 大学院教育で用いるために

理論編と統合化技術の充実

学問領域横断型かつ問題発

見・解決型の「統合型教育コー

ス」の構築が産業界・社会から

求められている
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取組名称：実践力と創造力を持つ高信頼スマート組込みシステム技術者の育成
取組大学：金沢工業大学（代表校）、北陸先端科学技術大学院大学


